
２０２２年８月２１日 主日礼拝   
  

司  会  ①高木兄   ②宮嶋兄   ③香月兄（福原姉） 

祈  祷  

奏  楽                                    

                                     

賛  美      聖歌５２０番「ただ主を」 （私たちは神の家族） 
                  （主は御座におられる） 

三つの愛 

ヤベツの祈り 

 

   聖  書  ①②                                                                                      コリント人への第二の手紙４章１～１０節 （P２８２)  

                                                                                       ③                                                                   ヨハネによる福音書１１章１７～２７節       (P１５８)                          
 

音  楽      聖歌隊＆オーケストラ（V） 

 

メッセージ   ①②                     「宝箱を大切にする教会」       坪井永城副牧師   

                ③     「死の壁を越えるもの」   大川従道主任牧師（V）   

   

賛  美                                             「私のように小さな子でも」 （聖歌６５６番・ 献金） 
頌  栄                                        「主の祈り」  アーメン 

                                                                   祝   祷                                                    

 
 

【大和ニュース】     

☆大川先生ご夫妻は、本日も米国宣教旅行中（Reaching Japanese for Christ）。 

今週木曜日に帰国されます！最後まで旅の安全、霊的祝福に溢れるよう御祈りください。 

・ 本日､J.PLUS 合同集会(１４時半・泉)  第３礼拝後、大和駅まで教会バス（無料）あり。 

 Zoom モーセ会(１４時・Zoom)  *第４礼拝（１８時）説教は舩山伝道師「山を動かす者」 

 

* 今週の祈祷会は水曜夜と木曜朝、説教は久保田副牧師。証人は川口由紀子姉。 

・ 土曜日は花盛り、会堂掃除(１２時)､聖歌隊(１３時半・森チャペル)。  

☆ご結婚おめでとう！幡地様と髙見澤様。泉チャペルにて、土曜１４時半。 

* 来週の主日礼拝は SP！②③説教：岸義紘師。音楽：N 響・倉冨亮太氏（伴奏：矢野雄太氏） 

* 主日礼拝人数 ①７５人(２５２) ②１７１人(２２８) ③１４３（３６１） ④２６＝１２３０人 

       定例祈祷会 水曜５８人(１８２) 木曜９６人(１２０)＝４５６人 ※( )内はYouTubeのライブ人数 
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石の枕  
  

昔､珍しい食べ物の好きな王がいました。王は､ある時､「どこでも味わったことの 

ないような料理を作ったコックには褒美を与える！」と国中におふれを出しました。 

全国から有名で実力のあるコックたちがどっと押し寄せてきました。みんな､自信の 

ある料理をささげ、その中で、王を夢中にさせた料理がありました。その料理を 

作ったコックが、王の前に呼ばれて、こう言われます。 

「お前の料理は実にすばらしい。約束通り､褒美を与えるから､今日のような 

美味しい料理を続けて私に作ってくれ。この王宮に留まってほしい」 

しかし、コックは褒美を断ってこのように言いました。｢王様。私は褒美をいただく 

資格はございません。この料理のおもな材料である、新鮮な野菜を売ってくれた 

八百屋こそ、褒美を受けるに相応しいと思います」 

 王は、目を丸くしておどろきました。「そうか？お前がそう言うなら、新鮮な野菜を 

売った八百屋を呼ぼう」  今度は八百屋が王の前に呼ばれました。 

「お前が、このコックに野菜を売ったのか」「はい。王様」「それならば、このコックの 

代わりに褒美を受けるがよい」 「えっ？とんでもありません。私はただ、野菜を 

売っただけです。褒美を受けるなら、この野菜を作った農夫でしょう」 

「そうか？ それなら農夫を呼びなさい」 

最後に王の前に呼ばれた農夫は、何のことかわからずにおろおろしていました。 

王は言いました。「コックも八百屋も、私の褒美を受けられないと言う。褒美を受ける 

のは、新鮮な野菜を作った農夫だと言うのでお前を呼んだのだ」  

 「王様。私はただ種を蒔き､野菜をよく手入れしただけです。本当に褒美を 

受けるべき御方（褒め讃えられるべき方）は、神様です。神様が時にかなって雨を降らせ､ 

日光をあたえてくださったからです」 （『いつも、ありがとう』ジョンクゥアン／イム・グムソン共著） 
 

 上記は、大川先生が紹介してくださった、子供版「一生感謝」からの引用です。 

私たちは様々な方に支えられ､何より主の恵みによって今日を得ていますね！  

さあ、今週は、大川先生ご夫妻がご帰国です。無事を祈り続けた３週間でした。 

皆様のお支えに感謝。何より、すべての祝福の源なる神様に感謝致します！（坪井） 

 

宿題（祝大）  今週もむさぼるように聖書を読みましょう！  

Aコース：Ⅰコリント３章～８章 Bコース：詩篇１１９篇～１３５篇 


